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道路建設事業の再評価項目調書

事業名 一般国道２号 周 南立体 事業 一般国道 事業 国土交通省
しゆうなんりつたい

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：山口県周 南市孝田町 延長 ３．５km
やまぐち しゆうなん こうだちよう

至：山口県周 南市徳山
やまぐち しゆうなん とくやま

事業概要

一般国道２号は、大阪府大阪市を起点とし、福岡県北 九 州市に至る延長約６７０ｋｍの主要幹線道路
おおさか おおさか ふくおか きたきゆうしゆう

である。

周 南立体は、周 南市孝田町から周 南市徳山に至る延長３．５ｋｍ区間の交差点立体化及び交差点改
しゆうなんりつたい しゆうなん こうだちよう しゆうなん とくやま

良を行う事業である。

事業目的は、周 南市内の慢性的な交通混雑の緩和、交通安全の確保、物流交通や地域連携の円滑化。
しゆうなん

Ｈ２０年度事業化 Ｓ４１年度都市計画決定 工事未着手

全体事業費 約４５億円 事業進捗率 約５％ 供用済延長 ０．０ｋｍ

（H28年度末見込み）
計画交通量 47,700台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) 2.5 37/39億円 96/96億円

事 業 費：35/37億円 走行時間短縮便益：80/80億円 平成２５年
(残事業) 2.6 維持管理費：1.8/1.8億円 走行費用減少便益：12/12億円

交通事故減少便益：3.7/3.7億円
感度分析の結果
(事業全体) 交 通 量：B/C＝1.9～3.2（交 通 量±10％） (残事業) 交 通 量：B/C＝2.0～3.3（交 通 量±10％）

事 業 費：B/C＝2.2～2.7（事 業 費±10％） 事 業 費：B/C＝2.4～2.9（事 業 費±10％）
事業期間：B/C＝2.4～2.5（事業期間±20％） 事業期間：B/C＝2.5～2.7（事業期間±10％）

事業の効果等
①円滑なモビリティの確保
・渋滞における損失時間の削減が期待される
・現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

②物流効率化の支援

・徳山下松港（国際拠点港湾）から徳山 東 ICへのアクセス向上が期待される
とくやまくだまつ とくやまひがし

③国土・地域ネットワークの構築

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が期待される
④個性ある地域の形成

・周 南市徳山動物園（H26観光入込客数：約31万人/年）等へのアクセス向上が期待される
しゆうなん とくやま

⑤安全で安心できるくらしの確保

・第三次救急医療機関（徳山中央病院）へのアクセス向上が期待される
とくやま

⑥災害への備え

・国道2号が山口県地域防災計画における第1次緊急輸送道路として位置づけあり
やまぐち

⑦地球環境の保全

・CO2排出量の削減が期待される

⑧生活環境の改善・保全
・NOx排出量の削減が期待される
・SPM排出量の削減が期待される
⑨その他プロジェクトとの関係
・第2次周南市まちづくり総合計画において、”産業基盤の整備（幹線道路網の整備・充実）”として位置

づけられている（平成27年3月、周 南市）
しゆうなん
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関係する地方公共団体等の意見

山口県知事の意見：
やまぐち

一般国道2号周 南立体の「対応方針（原案）」案に対して、異存はない。
しゆうなん

引き続き、地域の合意形成を図りながら、コスト縮減等を考慮の上、早期完成に向けて、より一層の事
業促進に努めていただきたい。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

H23年5月に国際拠点港湾徳山下松港が国際バルク戦略港湾（石炭）に指定され、周 南バルクターミナ
とくやまくだまつ しゆうなん

ル等関連事業の整備が進んでいる。

H23年4月より徳山中央病院に救命救急センターが開設され、県内で5番目、周 南地域で唯一の三次救急
とくやま しゆうなん

医療体制が整った。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成28年度末で事業全体の進捗率は5％となる見込みである。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
現在、調査・設計を行っており、早期開通を目指し事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等
今後の実施にあたっては、コスト縮減を図りつつ、事業を推進していく。

対応方針（原案） 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※ 費用対効果分析、環境改善効果等に係る項目は、平成２５年度評価時点。
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一
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道

2
号
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体
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項
目

全
体

事
業

残
事

業

費
用
（
C
）

39
37

事
業
費

37
35

維
持
管
理
費

1.
8

1.
8

便
益
額
（
B
）

96
96

走
行
時
間
短
縮
便
益

80
80

走
行
経
費
減
少
便
益

12
12

交
通
事
故
減
少
便
益

3.
7

3.
7

費
用
便
益
比

2.
5

2.
6

（
億

円
）

便
益
計
測
対
象
項
目

内
容

走
行
時
間
短
縮
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ
ル
費
、

タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費
、
車
両
償
却
費
）
の
減

少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出
し

て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に
伴

う
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者
、
歩

行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損
壊
を
受
け

る
車
両
や
構
築
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減
少
す
る
効

果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

■
道

路
の

役
割

（
+
α

）
①

環
境

へ
の

影
響

を
考

慮
し
た
効

果
［
約

1
千

ト
ン
／

年
の

C
O
2
削

減
］
【
0
.5
億

円
】
※

1
、
※

2
②

交
通

事
故

・
災

害
に
よ
る
通

行
止

め
時

の
迂

回
路

の
確

保
【
0
.1
億

円
】
※

1
③

沿
道

環
境

の
改

善
[例

）
N
O
x排

出
量

約
4
.7
ｔ/
年

（
約

0
.1
%
削

減
）
、
S
P
M
排

出
量

約
0
.2
t/
年

（
約

0
.1
%
削

減
）
]※

2 ※
1

【
】
は

、
開

通
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と
し
て
試

算
し
た
結

果
（
参

考
値

）
※

2
周

南
立

体
の

開
通

に
影

響
を
受

け
る
エ
リ
ア
を
対

象
に
算

定

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用
(
C
)

３
便
益
(
B
)

そ
の
他
の
便
益

費
用
対
効
果
(
B
/
C
)

（
）
内

は
残
事
業

B
/
C

4
7,
7
00
台
／
日

約
45
億
円

3
9億

円
9
6億

円
＋

α
2
.5
（
2.

6）
＋
α

【
参
考
】
前
回
の
と
り
ま
と
め
結
果

※
1

基
準

年
：
H
2
5
年

※
2

H
1
7
ベ
ー
ス
第

2
段

階
の

改
善

を
使

用

◆
３
便

益
に
よ
る
費

用
便

益
比

◆
道

路
の
役

割

◆
ま
と
め
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【
参
考

】
費
用
対
効
果
分
析
実
施
判
定
票

P
P

P
平

成
２
８
年

度
事

　
業

　
名

：
一

般
国

道
２
号

　
周

南
立

体

担
当

課
長

名
：

チ
ェ
ッ
ク
欄

■ ■ ■ ■ ■ ■

　
　

■

前
回

評
価

で
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し
て
い
る

■

費
用

対
効

果
分

析
実

施
判

定
票

年
　
度

：

担
当

課
：

※
各
事
業
に
お
い
て
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
費
用
対
効
果
分
析
を
実
施
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

項
　
　
目

判
　
定

判
断

根
拠

（
ア
）
前

回
評

価
時

に
お
い
て
実

施
し
た
費

用
対

効
果

分
析

の
要

因
に
変

化
が

見
ら
れ

な
い
場

合

事
業

目
的 ・
事
業
目
的
に
変
更
が
な
い

事
業
目
的
で
あ
る
「
交
通
混
雑
の
緩
和
」
「
交
通
安
全
の
確
保
」
な
ど
に
変
更
が
な
い
。

外
的

要
因 ・
事
業
を
巡
る
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
が
な
い

判
断

根
拠

[地
元

情
勢

等
の

変
化

が
な
い
]

対
象
路
線
沿
線
市
町
村

の
人
口
　
H
2
4
：
1
5
0
,3
8
3
人
　
→
　
H
2
7
：
1
4
7
,4
8
2
人
　
(周

南
市
)

対
象
路
線
沿
線
市
町
村

の
自
動
車
保
有
台
数
　
H
2
4
：
9
8
,8
4
2
台
　
→
　
H
2
6
：
1
0
2
,4
6
9
台
　
(周

南
市
)

内
的

要
因

＜
費

用
便

益
分

析
関

係
＞

※
た
だ
し
、
有
識
者
等
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
感
度
分
析
の
変
動
幅
が
別
に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
）
な
お
、
下
記
2
.～

4
.に

つ
い
て
、
各
項
目
が
感
度
分
析
幅
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
要
因
の
変
化
に
よ
っ
て
、
基
準
値
を
下
回
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
費
用
対
効
果
分
析
を
実
施
す
る
。

１
．
費
用
便
益
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更
が
な
い

判
断

根
拠

[Ｂ
／

Ｃ
の

算
定

方
法

に
変

更
が

な
い
]

費
用
便
益
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
H
2
0
.1
1
.2
8
）
に
変
更
が
な
い
。

２
．
需
要
量
等
の
変
更
が
な
い

判
断

根
拠

[需
要

量
等

の
減

少
が

１
０
％

※
以

内
]

今
回
発
生
集
中
交
通
量

　
9
4
5
,1
7
6
T
E
/
日
　
前
回
発
生
集
中
交
通
量
　
9
4
5
,1
7
6
T
E
/
日

変
化
率
　
0
.0
%

３
．
事
業
費
の
変
化

判
断

根
拠

[事
業

費
の

増
加

が
１
０
％

※
以

内
]

前
回
事
業
費
　
4
,5
0
0
百
万
円
　
→
　
今
回
事
業
費
　
4
,5
0
0
百
万
円

変
化
率
　
0
.0
％

以
上

よ
り
、
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し
な
い
も
の

と
す
る
。

４
．
事
業
展
開
の
変
化

判
断

根
拠

[事
業

期
間

の
延

長
が

１
０
％

※
以

内
]

前
回
事
業
展
開
　
H
2
0
年
度
～
H
3
0
年
度
　
1
1
年
　
→
　
今
回
事
業
展
開
　
H
2
0
年

度
～
H
3
1
年
度
　
1
2
年

変
化
率
　
9
.1
％

（
イ
）
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
す
る
こ
と
が

効
率

的
で
な
い
と
判

断
で
き
る
場

合

・
事
業
規
模
に
比
し
て
費
用
対
効
果
分
析
に
要
す
る
費
用
が
大
き
い

判
断

根
拠

[直
近

３
カ
年

の
事

業
費

の
平

均
に
対

す
る
分

析
費

用
１
％

以
上

]
ま
た
は
、
前
回
評
価
時
の
感
度
分
析
に
お
け
る
下
位
ケ
ー
ス
値
が
基
準
値
を
上

回
っ
て
い
る
。

直
近
３
箇
年
の
事
業
費
の
平
均
に
対
す
る
分
析
費
用
　
5
0
.0
％
≧
基
準
値
1
.0
％

前
回
評
価
時
の
感
度
分

析
下
位
ケ
ー
ス
1
.9
≧
基
準
値
1
.0
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う
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３
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

◇
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）
=
2
.5
（
事

業
全

体
）
=
2
.6
（
残

事
業

）
◇
道
路
の
役
割

①
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
効
果
［
約
1
千
ト
ン
／
年
の
C
O
2
削
減
］
【
0
.5
億
円
】
※
1
、
※
2

②
交
通
事
故
・
災
害
に
よ
る
通
行
止
め
時
の
迂
回
路
の
確
保

【
0
.1
億
円
】
※
1

③
沿
道
環
境
の
改
善
[例

）
N
O
x排

出
量
約
4
.7
ｔ/
年
（
約
0
.1
%
削
減
）
、
S
P
M
排
出
量
約
0
.2
t/
年
（
約
0
.1
%
削
減
）
]※

2

3
）
事
業
の
進
捗
状
況

②
事
業
の
進
捗
見
込
み

◇
現

在
、
調

査
・
設

計
を
行

っ
て
お
り
、
早

期
開

通
を
目

指
し
事

業
を
推

進
す
る
。

２
．
県
へ
の
意
見
照
会
結
果

◇
山
口
県
知
事
の
意
見

一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

の
「
対

応
方

針
（
原

案
）
」
案

に
対

し
て
、
異

存
は

な
い
。

引
き
続

き
、
地

域
の

合
意

形
成

を
図

り
な
が

ら
、
コ
ス
ト
の

縮
減

等
を
考

慮
の

上
、
早

期
完

成
に
向

け
て
、
よ
り
一

層
の

事
業

促
進

に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
以

上
の

状
況

を
勘

案
す
れ

ば
、
事

業
の

必
要

性
、
重

要
性

は
変

わ
ら
な
い
と
考

え
ら
れ

る
た
め
、
今

後
と
も
事

業
継

続
が

妥
当

。

◇
平

成
2
8
年

度
末

で
事

業
全

体
の

進
捗

率
は

５
％

と
な
る
見

込
み

で
あ
る
。

◇
今

後
の

事
業

の
実

施
に
あ
た
っ
て
は

、
更

な
る
コ
ス
ト
縮

減
に
努

力
し
つ
つ
、
効

率
的

で
効

果
的

に
事

業
を
継

続
す
る
。

③
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
の

可
能

性

◇
今

後
の

実
施

に
あ
た
っ
て
は

、
コ
ス
ト
縮

減
を
図

り
つ
つ
事

業
を
推

進
し
て
い
く
。

2
）
事
業
の
効
果

(H
2
5
年
度
再
評
価
時
)

◇
社
会
情
勢
等
に
変
化
が
な
い
。

①
事
業
の
必
要
性
の
視
点

１
．
再
評
価
の
視
点

1
）
事

業
を
巡

る
社

会
情

勢
等

の
変

化

－ 6 －



一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

し
ゅ

う
な

ん

・
一
般
国
道
2
号
は
、
大
阪
府
大
阪
市
を
起
点
と
し
、
福
岡
県
北
九
州
市
に
至
る
延
長
約
6
7
0
km

の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

・
周
南
立
体
は
、
周
南
市
孝
田
町
か
ら
周
南
市
徳
山
に
至
る
延
長
3
.5
ｋ
ｍ
区
間
の
交
差
点
立
体
化
及
び
交
差
点
改
良
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

し
ゅ

う
な

ん
こ

う
だ

ち
ょ
う

し
ゅ

う
な

ん
と
く
や

ま

山
陽
小
野
田
市

下
関
市

長
門
市

萩
市

美
祢
市

宇
部
市

山
口
市

防
府
市

周
南
市

阿
武
町

和
木
町

柳
井
市

下
松
市

田
布
施
町

光
市

平
生
町

上
関
町

周
防
大
島
町

山
口

県

島
根
県

広
島
県

岩
国
市

Ｎ

一
般
国
道
2
号

周
南
立
体

L
=
3
.5
km

お
お

さ
か

き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う

し
ゅ
う
な
ん

１
．
事
業
概
要

（
１
）
位
置
図

し
ゅ

う
な

ん

お
お

さ
か

ふ
く
お

か

－ 7 －



一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

し
ゅ

う
な

ん

や ま ぐ ち し ゅ う な ん こ う だ ち ょ う

山 口 県 周 南 市 孝 田 町

や ま ぐ ち し ゅ う な ん と く や ま

山 口 県 周 南 市 徳 山

し も の せ き

至 下 関

ひ ろ し ま

至 広 島

し
ゅ
う

な
ん

一
般
国
道
2
号

周
南
立
体

L
=
3
.5
k
m

立
体
化
区
間

L
=
0
.6
k
m

・
【
目
的
】
周
南

市
内
の
慢
性
的
な
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
安
全
の
確
保
、
物
流
交
通
や
地
域
連
携
の
円
滑
化
。

計
画
概
要

起
終

点
起
点
：
山
口
県
周
南
市
孝
田
町

終
点
：
山
口
県
周
南
市
徳
山

計
画

延
長

3
.5
km

道
路

規
格

第
4
種
第
1
級

設
計

速
度

6
0
km

/
h

車
線

数
4
車
線

計
画

幅
員

W
＝
4
0
ｍ
（
高
架
部
：
W
＝
1
6
.5
ｍ
）

都
市

計
画

決
定

昭
和
4
1
年
度

事
業

着
手

平
成
2
0
年
度

全
体

事
業

費
約
4
5
億
円

標
準
断
面
図

や
ま

ぐ
ち

し
ゅ

う
な

ん
こ

う
だ

ち
ょ

う

や
ま

ぐ
ち

し
ゅ

う
な

ん
と

く
や

ま

【
現

況
断

面
】

【
完

成
断

面
】

周
南

立
体

整
備

イ
メ
ー
ジ
図 は
な
ば
た
け

花
畠

み
た
が
わ

三
田
川

え
み

や

江
の
宮

じ
ょ
う
が
お
か

城
ヶ
丘

※

左
折

レ
ー
ン
設

置

１
．
事
業
概
要

（
２
）
事
業
目
的
と
計
画
概
要
・
経
緯

右
折

レ
ー
ン
延

伸
右

折
レ
ー
ン
延

伸

す
み

よ
し

住
吉

中
前

（
歩

道
）

（
自

転
車

道
）

（
自

転
車

道
）

（
歩

道
）

1
.5

1
.5

4
.5

4
.5

1
.0

1
.0

（
歩

道
）

（
自

転
車

道
）

（
自

転
車

道
）

（
歩

道
）

※
城

ヶ
丘

交
差

点
は

、
別

途
対
策

実
施
済

主
要
渋
滞
箇

所

み
た

が
わ

三
田

川
(東

)

み
た

が
わ

三
田
川

や な い

至 柳 井

し
ゅ
う
な
ん
し
か
わ

て

周
南

市
川

手

う
ま

や
せ
ん

馬
屋
線

す
え
た
け
な
か

末
武
中み

な
み

サ
ン
リ
ブ
南

す
え
た
け
お
お
は
し

末
武
大
橋

く
め

久
米

と
い
し

遠
石

と
い
し
い
っ
ち
ょ
う
め

遠
石

1
丁

目

し
ゅ
う
な
ん
し
や
く
し
ょ
ま
え

周
南

市
役
所
前

ま
ど
こ
ろ

政
所

し
ゅ
う
な

ん

－ 8 －



一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

し
ゅ

う
な

ん

じ
ょ
う

が
お
か

城
ヶ
丘
交
差
点

え
み

や

江
の
宮
交
差
点

は
な
ば
た
け

花
畠

交
差

点

す
み

よ
し

住
吉

中
学

校
前

交
差

点

み
た

が
わ

三
田

川
交

差
点

し ゅ う な ん

周 南 立 体

・
現
在
は
、
調
査
・
設
計
を
推
進
し
て
い
る
。

【
起

点
付

近
か
ら
下

関
方

面
を
望

む
】

※
完

成
事

業
費

に
対
す

る
割
合

１

【三
田
川
交
差
点
周
辺
か
ら
広
島
方
面
を
望
む
】

と く や ま え き

至 徳 山 駅

１
．
事
業
概
要

（
３
）
事
業
の
進
捗
状
況

し も の せ き

至 下 関
ひ ろ し ま

至 広 島

２

す
み

よ
し

住
吉

中
学

校
前

交
差
点

上
り
右

折
レ
ー
ン
延

伸

は
な
ば
た
け

花
畠
交
差
点

下
り
左

折
レ
ー
ン
設

置

え
み
や

江
の
宮
交
差
点

上
り
右

折
レ
ー
ン
延

伸

２

１

し
ゅ
う

な
ん

一
般

国
道

2
号

周
南
立
体

L
=
3
.5
k
m

立
体

化
区

間
L
=
0
.6
k
m

ひ
ろ
し
ま

至
広

島

用
地

工
事

全
体

-
0
%

5
%

し
も
の
せ
き

至
下

関

●
事

業
全

体
の
進

捗
状

況
（
平
成
2
8
年
度
末
見
込
み
）

み
た

が
わ

三
田
川
交
差
点

H
2
8
年
1
月
撮
影

H
2
8
年
1
月
撮
影

み
た

が
わ

三
田

川
(東

)

み
た

が
わ

三
田
川

事
業

箇
所

主
要

渋
滞

箇
所

そ
の

他
主

要
交

差
点

し ゅ う な ん

周 南 立 体

や ま ぐ ち し ゅ う な ん こ う だ ち ょ う

山 口 県 周 南 市 孝 田 町

や ま ぐ ち し ゅ う な ん と く や ま

山 口 県 周 南 市 徳 山

し
ゅ
う
な
ん
し
や
く
し
ょ
ま
え

周
南
市
役
所
前

周
南
市
役
所

3
1
5

じ
ょ
う
が
お
か

城
ヶ
丘

ひ
ろ
し
ま

至
広
島

し
も
の
せ
き

至
下
関

と
い
し

遠
石

1
丁

目

み
た

が
わ

三
田

川
交

差
点

（
東

）

み
た

が
わ

三
田

川
交

差
点

（
東

）

文
化

会
館

入
口

ふ
ろ

が
さ
こ

風
呂
ヶ
迫

と
い
し

遠
石

う
ま

や
せ
ん

馬
屋
線

3
4 75
3

3
4 75
2

3
4
7

3
4
7

3
4
7

3
4
7

3
4 75
2

3
4
7

1
7
2
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一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

し
ゅ

う
な

ん

3
4 75
2

内
々

交
通

3
5
%

内
外

交
通

3
9
%

通
過
交

通

2
6
%

し も の せ き

至 下 関

し
ゅ
う

な
ん

一
般

国
道
2
号

周
南
立
体

L
=
3
.5
k
m

立
体
化
区
間

L
=
0
.6
k
m

み
た

が
わ

三
田

川
(東

)

み
た

が
わ

三
田
川

や ま ぐ ち し ゅ う な ん こ う だ ち ょ う

山 口 県 周 南 市 孝 田 町

や ま ぐ ち し ゅ う な ん と く や ま

山 口 県 周 南 市 徳 山
写
真
②

写
真
①

5
0
1
百

台
/
日

（
1
5
％

）

1
2
8
百

台
/
日

（
6
％

）

周
南
市
役
所

3
1
5

5
5
0
m

6
0
0
m

し
ん
じ
ゅ
く
ど
お
り

新
宿

通
6
丁

目

２
．
事
業
の
必
要
性

（
１
）
現
状
の
課
題

①
交

通
混

雑
の

緩
和

【
写

真
②

】
三

田
川

交
差

点
を

先
頭
と

す
る
渋

滞
状
況

【
写

真
①

】
花

畠
交

差
点

の
先

詰
ま
り

状
況

H
2
8
年
6
月
8
日

夕
ピ
ー
ク
撮
影

H
2
8
年
7
月
1
4
日

朝
ピ
ー
ク
撮
影

ひ
ろ
し
ま

至
広

島

ひ
ろ
し
ま

至
広

島

・
主

要
渋

滞
箇

所
で
あ
る
三

田
川

交
差

点
を
中

心
に
、
朝

夕
ピ
ー
ク
時

間
に
お
い
て
旅

行
速

度
が
大

き
く
低

下
し
て
い
る
。

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

平均旅行速度（km/h）

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

平均旅行速度（km/h）

▲
三
田
川

▲
馬
屋
線

▲
城

ヶ
丘

▲
江
の
宮

▲
花

畠
▲ 住
吉

中
学

校
前

▲
新

宿
通

6

三
田
川
交
差
点
を
先
頭
に

朝
ピ
ー
ク
時

間
帯

に
激

し
い
速

度
低

下
が
発

生

上
り
方
向
（東

行
）

三
田
川
交
差
点
を
先
頭
に

夕
ピ
ー
ク
時

間
帯

に
激

し
い
速

度
低

下
が
発

生

夕
ピ
ー
ク

朝
ピ
ー
ク

江
の
宮

交
差

点
を
先

頭
に

夕
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
速
度
低
下
が
発
生

資
料
：
【
交
通
量
】
H
2
8
/
6
/
8

7
時
～
翌
7
時

観
測
結
果

※
括
弧
表
記
は
大
型
車
混
入
率

【
渋

滞
長

】
H
2
8
/
7
/
6

6
時

半
～

9
時

半
、
1
6
時

半
～

1
9
時

半
観

測
結

果
【
旅
行
速
度
】
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
（
分
析
期
間
：
H
2
7
.4
～
H
2
8
.3

平
日
平
均
）

上
り
：
夕

ピ
ー
ク
(1
7
時

台
)、
下

り
：
朝

ピ
ー
ク
(7
時

台
)

下
り
方
向
（西

行
）

ひ ろ し ま

至 広 島

5
0
0
m

し
ゅ
う
な
ん
し
や
く
し
ょ
ま
え

周
南

市
役
所
前

1
5
0
m

1
0
0
m

4
0
5
百

台
/
日

（
1
7
％

）

す
み

よ
し

住
吉
中
学
校
前

最
大
渋
滞
長

朝
ピ
ー
ク

夕
ピ
ー
ク

主
要
渋
滞
箇
所

そ
の
他
主
要
交
差
点

文
化

会
館

入
口

▼
周

南
立

体
区

間
を

走
行

す
る

交
通
の

O
D
内

訳

資
料

：
H
1
7
セ
ン
サ

ス
ベ
ー
ス
現

況
交

通
量

推
計
結
果
よ
り
集
計

え
み
や

江
の
宮

は
な
ば
た
け

花
畠

ふ
ろ

が
さ
こ

風
呂
ヶ
迫

じ
ょ
う
が
お
か

城
ヶ
丘

う
ま

や
せ
ん

馬
屋
線

と
い
し

遠
石

1
丁

目
と

い
し

遠
石

※
国

道
2
号

三
田

川
交

差
点

東
側

断
面

を
利

用
す
る
交

通
に
つ
い
て
、
周

南
市

内
の

発
着

有
無

を
区

分
し
集

計

周
南

市
に
目

的
が
あ
る
交

通
と
通

過
利

用
の
交

通
が
混

在

3
4 75
3

3
4 75
2

3
4
7

3
4
7

3
4
7

3
4
7

3
4
7

1
7
2
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一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

し
ゅ

う
な

ん

4
% 1
0
%

1
%

2
%

4
9
%

3
5
%

8
% 2
5
%

6
%

8
%2

4
% 5
%

5
%

1
1
%

3
%

4
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

周
南

立
体

区
間 全

国

人
対

車
両

車
両

相
互

（
正

面
衝

突
）

車
両

相
互

（
追

突
）

車
両

相
互

（
出

会
頭

）

車
両

相
互

（
右

折
）

車
両

相
互

（
左

折
）

車
両

相
互

（
そ
の
他

）
車

両
単

独

②
交

通
安

全
の

確
保

・
追
突
事
故
や
交
差
点
お
よ
び
沿
道
施
設

付
近
で
巻
き
込
み
事
故
な
ど
の
左
折
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
死
傷
事
故
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
箇

所
が
あ
る
。

③
物

流
交

通
や

地
域

連
携

の
円

滑
化

・
第

2
次

周
南

市
ま
ち
づ
く
り
総

合
計

画
（
し
ゅ
う
な
ん
共

創
共

生
プ
ラ
ン
）

（
H
2
7
.3
）
に
お
い
て
、
基
本
施
策
「
産
業
基
盤
の
整
備
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

２
．
事
業
の
必
要
性

（
１
）
現
状
の
課
題

【
写

真
④

】
朝

ピ
ー

ク
時

の
三

田
川
交

差
点
付

近
の
状

況

ひ
ろ
し
ま

至
広

島

H
2
8
年
7
月
朝
ピ
ー
ク
撮
影

全
国
平
均
と
比
べ
追
突
、

左
折
事
故
の
発
生
割
合
が
高
い

資
料
：

交
通

事
故

・
道

路
統

合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
H
2
3
-
H
2
6
）
、

交
通
統
計
〔
IT
A
R
D
A
刊
行
〕
（
H
2
3
-
H
2
6
）

【
写

真
③

】
朝

ピ
ー

ク
時

の
三

田
川
交

差
点
付

近
の
状

況

H
2
8
年
7
月
朝
ピ
ー
ク
撮
影

し
も
の
せ
き

至
下

関

従
道

路
へ

の
左

折
車

両
と

路
肩

走
行

二
輪

車
の

錯
綜

急
な

車
線

変
更

と
後

続
車

の
急

減
速

左
折

事
故

：
8
1件

追
突

事
故

：
1
64

件
4
4
8

（
件

/
4
年
）

2
,5
5
9
,8
0
6

（
件

/
4
年
）

し
ゅ
う

な
ん

一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

L
=
3
.5
k
m

写
真
④

写
真
③

花
畠
交
差
点

4
2
3
.9
件
/
億
台
キ
ロ

周
南
市
辻
町
地
先
単
路
（
下
り
）

2
7
8
.8
件
/
億
台
キ
ロ

三
田
川

交
差
点

中
央
病
院
前
交
差
点

3
9
2
.2
件
/
億
台
キ
ロ

秋
月
交
差
点
（
下
り
）

3
7
2
.1
件
/
億
台
キ
ロ

死
傷
事
故
率

全
国
平
均
死
傷
事
故
率
〔
7
3
.7
件
／
億
台
キ
ロ
〕

※
H
2
6
年

デ
ー
タ
（
交

通
事

故
総

合
分

析
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

【
凡
例
】

周
南

立
体
区
間
（
国
道
2
号
）
の
死
傷
事
故
率
の
状
況

国
道

2
号
孝
田
町
～
徳
山
間
の
類
型
別
死
傷
事
故
の
状
況

資
料
：

交
通
事
故
・
道
路
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
H
2
3
-
H
2
6
）
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一
般

国
道

2
号

周
南

立
体

し
ゅ

う
な

ん

広
島

12
%
そ
の
他

中
国

5% 近
畿

13
%

関
東

12
%

中
部
・
北
陸

11
%

四
国 6%

東
北
・
北
海

道 1%

福
岡

22
%

そ
の
他
九

州

18
% 2
2
6
,2
9
6

ｔ/
3
日

間

72
 

56
 

66
 

76
 

83
 

02040608010
0

H2
2

H2
3

H
24

H
25

H
26

（
10

0億
円

）

や ま ぐ ち し ゅ う な ん こ う だ ち ょ う

山 口 県 周 南 市 孝 田 町

し も の せ き

至 下 関

ひ ろ し ま

至 広 島

し
ゅ
う

な
ん

一
般
国
道
2
号

周
南
立
体

L
=
3
.5
k
m

立
体
化
区
間

L
=
0
.6
k
m

２
．
事
業
の
必
要
性

（
２
）
道
路
整
備
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

・
国

道
2
号

沿
線

で
は
周

南
市

徳
山

動
物

園
や
周

南
市

文
化

会
館

、
周

南
市

美
術

博
物

館
な
ど
集

客
を
見

込
め
る
施

設
が
立

地
し
て
い
る
。
周

南
市

徳
山

動
物

園
に

つ
い
て
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
周
南
立
体
の
整
備
に
よ
り
国
道
2
号
の
円
滑
性
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

・
周
南
市
は
化

学
製
品
の
全
国
シ
ェ
ア
が
第
6
位
で
あ
り
、
山
口
県
内
で
製
造
さ
れ
た
化
学
製
品
は
広
島
以
東
方
面
に
県
外
全
体
の
約
6
割
を
出
荷
し
て
い
る
。
ま
た
、

事
業
所
群
は
近
年
業
績
が
好
調
で
製
造
品
出
荷
額
等
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

周
南
市
徳
山
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画


H
2
2
年

3
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
H
2
8
年
3

月
に
は
全
天
候
型
の
「
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
」
が
拡
張


駐

車
場

や
園

内
の

整
備

を
H
39

年
ま
で
に
順

次
進
め
る
予

定

H
2
6
年
の
年
間
観
光

客
数
：
約
3
1
万
人

計
画
全
体
俯
瞰
図

出
典

：
【
観

光
客

数
】
山

口
県

観
光
振

興
課
調

べ
（
山

口
県

観
光

客
動
態

調
査
よ
り
）

【
計

画
全

体
俯

瞰
図
】
周
南

市
H
P

下
関

・
九

州
方

面

広
島
以
東

方
面

：
主

な
事

業
所

エ
リ
ア

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

写
真

：
周

南
市

提
供

H
2
7
年

6
月

撮
影

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
全
景

円
滑

性
確

保
円
滑
性
確
保


周

南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地

域
で
は

、
化
学

工
業
、
石
油

製
品
・
石

炭
製
品
製
造
業
を
は
じ
め
多
彩
な
基
礎
素
材
型
産
業
が
集
積

し
、
多
種
多
様
な
化
学
製
品
を
製
造
。


周
南
市
の
化
学
製
品
の
出
荷
額
は
全
国
6
位
で
あ
り
、
岡
山

県
～
山
口
県
ま
で
の
山
陽
地
域
の
約
2
5
％
を
占
め
る
（
H
2
6
）
。


H
2
6
年
以

降
で
約

4
0
0
億

円
の
設

備
投

資
が

実
施
・
計
画
さ
れ
、

あ
わ
せ

て
7
5
人

程
度
の

新
規
雇

用
を
見

込
。

出
荷

額
が
増

加
傾

向
、

事
業
所
で
は
プ
ラ
ン
ト
増
強
な
ど
の

設
備

投
資

計
画

が
進
行

中

資
料

：
工

業
統

計

▼
化
学
製
品
の

出
荷

額
等

の
推

移

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

周
南

市
美

術
博

物
館

：
物

流
イ
メ
ー
ジ

周
南

市
文

化
会

館

や ま ぐ ち し ゅ う な ん と く や ま

山 口 県 周 南 市 徳 山

▼
化

学
製

品
の
出

荷
方

面
の
割

合
（
山

口
県

⇒
県

外
）

資
料

：
H
2
2
物

流
セ
ン
サ

ス
※

3
日

間
調

査
、
県

外
へ

の
搬

出
を
対

象
（
品

類
名

：
化

学
工

業
品

/
代

表
輸

送
機

関
：
ト
ラ
ッ
ク
を
集

計
）県
外
の
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
約

6
割

が
広
島
以

東
方

面
へ
輸
送

広
島

以
東

6
0
%

福
岡

以
西

4
0
%
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一般国道２号 周南立体

〔山口県への意見照会と回答〕
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